
　食生活や健康づくりに関心をもってもらおうと、

久味の会のみなさんは、町内3小学校の6年生に料理

講習会をおこなっています。 

　10月5日は、佐山小学校の児童が鮭のポテトバーグ

やわかめスープ、フルーツ白玉作りに挑戦。魚や野

菜をふんだんに使った料理に大満足でした。 

健康メニューに大満足 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

久御山町民運動会など 
みんなの広場 

町政を見る会の参加者募集など 

行政改革推進委員会など 
行政ニュース 
まちの家計簿 

INFORMATION
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　町
税
が
全
体
の
 

６２
㌫
を
占
め
る
 

歳入 ▼平成16年度会計別決算額 

老　人　保　健 

三郷山財産区  

国民健康保険  

一般会計 

収益的収支 
水道事業会計 

特別会計 

 

介　護　保　険 

資本的収支 

公共下水道事業 

12億 285万円 

882万円 

13億2,093万円 

74億 992万円 

5億3,580万円 

6億3,723万円 

5,311万円 

12億3,836万円 

12億 284万円 

814万円 

12億7,280万円 

71億2,358万円 

5億5,715万円 

6億 233万円 

1億4,913万円 

12億3,588万円 

1万円 

68万円 

4,813万円 

2億8,634万円 

▲2,135万円 

3,490万円 

▲9,602万円 

248万円 

会　　計　　名 歳　入（A） 歳　出（B） 差引額（A）－（B） 

歳入総額  74億2,992万円 

歳出総額  71億2,358万円 
　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
七
十
四
億

九
百
九
十
二
万
円
、
歳
出
総
額
七
十
一
億
二
千
三

百
五
十
八
万
円
と
な
り
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し

引
い
た
二
億
八
千
六
百
三
十
四
万
円
か
ら
翌
年
度

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、

二
億
六
千
四
百
八
十
五
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
 

　
決
算
規
模
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳
入
で
四

億
五
千
三
百
七
十
万
円
（
六
・
五
㌫
）
、
歳
出
四

億
八
千
六
百
三
十
二
万
円
（
七
・
三
㌫
）
と
大
幅

な
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
減
税
補
て
ん

債
の
借
り
換
え
を
お
こ
な
っ
た
た
め
で
、
実
質
で

は
、
平
成
十
五
年
度
と
お
お
む
ね
同
規
模
の
決
算

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
平
成
十
六
年
度
は
、
前
年
度
と
同
様
、
町
民
税
 

   の
所
得
割
や
固
定
資
産
税
等
で
減
収
に
な
っ
た
も

の
の
、
法
人
税
割
で
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
所
得
譲

与
税
や
配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交

付
金
を
は
じ
め
、
地
方
消
費
税
交
付
金
や
地
方
特

例
交
付
金
な
ど
の
伸
び
で
一
般
財
源
の
減
収
額
が

あ
わ
せ
て
約
六
千
八
百
万
円
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ

ら
の
減
収
分
を
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
と
町

債
の
発
行
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。
 

　
実
質
単
年
度
収
支
は
、
前
年
度
の
プ
ラ
ス
か
ら

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
ま
し
た
が
、
三
位
一
体
改
革
で

国
庫
補
助
負
担
金
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、
歳
出
に

見
合
っ
た
歳
入
を
確
保
し
、
お
お
む
ね
良
好
な
財

政
運
営
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
事
業
効
果
や
緊
急
度
、
優
先
順
位
を
見

極
め
る
な
か
で
各
種
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
 

実
質
収
支
は
 

二
億
六
千
四
百
八
十
五
万
円
の
黒
字
 

安
心
・
快
適
・
便
利
に
暮
ら
せ
る
 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
 

 

　
平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
 

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
（
町
に
入
っ
て
き
た
お
金
）
が
七
十
四
億
九
百
九
十
二
万

円
、
歳
出
（
町
が
使
っ
た
お
金
）
が
七
十
一
億
二
千
三
百
五
十
八
万
円
で
、
実
質
収

支
は
、
二
億
六
千
四
百
八
十
五
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
号
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
か
か
わ
り
の
深
い
、
一
般
会
計
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
金
額
は
い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
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平成16年度一般会計決算 

                             　
歳
入
決
算
額
の
内
訳
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
や

事
業
所
な
ど
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税
が
四

十
六
億
二
千
二
百
七
十
九
万
円
で
歳
入
全
体
の
六

十
二
・
四
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

　
地
方
譲
与
税
は
、
三
位
一
体
改
革
の
国
庫
補
助

負
担
金
の
削
減
に
伴
い
創
設
さ
れ
た
所
得
譲
与
税

の
増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
四
十
九
・
五
㌫
増

の
九
千
九
百
九
十
四
万
円
（
歳
入
全
体
の
一
・
三
 

広報くみやま 平成17年11月1日 
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まちの家計簿　平成16年度決算 

投
資
的
経
費
が
大
幅
に
減
 

歳出 

利子割交付金等＝利子割交付金＋配当割交付金＋株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金＋自動車取得税交付金＋交通安全対策特別交付金 

▽歳出内訳（性質別） 
総額 71億2,358万円 

▽歳 入 内 訳  
総額 74億992万円 

町税 
46億2,279万円（62.4％） 

地方譲与税 9,994万円（1.3％） 
地方特例交付金等 

1億4,734万円（1.9％） 

地方交付税 
2,570万円（0.3％） 

使用料及び手数料 
9,358万円（1.3％） 

府支出金 
2億3,387万円 
（3.2％） 

財産収入 
916万円（0.1％） 

寄附金 4,842万円（0.7％） 

普通建設事業費 6億9,506万円（9.8％） 

町債 
7億5,670万円 
　 （10.2％） 

繰越金 1億6,897万円（2.3％） 

繰入金 2億9,831万円（4.0％） 

諸収入 1億1,591万円（1.6％） 

人件費 
22億8,332万円（32.1％） 

物件費 
11億7,064万円 
（16.4％） 

扶助費 4億8,371万円（6.8％） 

投資及び 
出資金・貸付金 
7,344万円 
（1.0％） 

積立金 
8,186万円 
（1.1％） 

補助費等 
7億4,517万円 
（10.5％） 

公債費 
8億4,815万円 
（11.9％） 

繰出金 
6億7,813万円 
（9.5％） 

㌫
）
、
恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減
収
の

一
部
を
補
て
ん
す
る
地
方
特
例
交
付
金
は
、
前
年

度
と
比
べ
二
・
六
㌫
増
の
九
千
百
二
十
九
万
円
（
同

一
・
二
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
国
・
府
支
出
金
（
国
や
府
か
ら
補
助
金
や
負
担

金
等
で
入
っ
て
く
る
お
金
）
は
、
国
庫
支
出
金
で

は
、
三
位
一
体
改
革
の
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減

で
、
保
育
所
運
営
費
負
担
金
が
減
と
な
っ
た
も
の

の
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
や
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
費
補
助
金
、
公
立
学
校
施
設
整
備

費
補
助
金
な
ど
の
確
保
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

一
・
四
㌫
増
の
三
億
四
百
十
三
万
円
（
同
四
・
一

㌫
）
と
な
り
、
府
支
出
金
で
は
、
平
成
十
六
年
度

に
創
設
さ
れ
た
市
町
村
未
来
づ
く
り
交
付
金
や
各

種
児
童
手
当
負
担
金
な
ど
で
増
と
な
っ
た
も
の
の
、

前
年
度
で
事
業
が
終
了
し
た
農
業
基
盤
整
備
事
業

補
助
金
を
は
じ
め
、
児
童
保
護
費
負
担
金
や
緊
急

雇
用
創
出
補
助
金
な
ど
の
減
で
、
十
七
・
四
㌫
減

の
二
億
三
千
三
百
八
十
七
万
円
（
同
三
・
二
㌫
）

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
町
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
は
、
小
学
校
校
舎
改

修
事
業
債
を
は
じ
め
、
減
税
補
て
ん
債
や
臨
時
財

政
対
策
債
、
そ
し
て
、
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換

え
な
ど
、
あ
わ
せ
て
七
億
五
千
六
百
七
十
万
円
（
同

十
・
二
㌫
）
と
前
年
度
と
比
べ
大
幅
な
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。
 

    　
歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
、

職
員
給
や
各
種
手
当
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で

減
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
〇
・
九
㌫
減
の
二
十

二
億
八
千
三
百
三
十
二
万
円
（
歳
出
全
体
の
三
十

二
・
一
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
物
件
費
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
経
費
な

ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
〇
・
九
㌫
減
の

十
一
億
七
千
六
十
四
万
円
（
同
十
六
・
四
㌫
）
と

な
り
、
扶
助
費
で
は
、
主
に
障
害
者
居
宅
サ
ー
ビ

ス
支
援
費
や
乳
幼
児
医
療
費
、
児
童
手
当
の
増
で
、

前
年
度
と
比
べ
十
四
・
六
㌫
増
の
四
億
八
千
三
百

七
十
一
万
円
（
同
六
・
八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
補
助
費
等
は
、
中
小
企
業
者
の
資
金
借
り
入
れ

に
係
る
保
証
料
や
企
業
立
地
促
進
助
成
金
な
ど
の

増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
十
・
七
㌫
の
伸
び
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
積
立
金
は
、
公
共
施
設
建
設
基
金
に
積
み
立
て

を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
八
千
百
八
十
六
万
円
（
同

一
・
一
㌫
）
と
な
り
、
貸
付
金
で
は
、
中
小
企
業

低
利
融
資
制
度
の
貸
付
に
か
か
る
預
託
金
な
ど
の

増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
百
二
十
六
・
六
㌫
増

の
七
千
三
百
四
十
四
万
円
（
同
一
・
〇
㌫
）
、
ま

た
、
繰
出
金
は
、
主
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
繰
出
金
の
増
な
ど
で
六
億
七
千
八
百
十
三
万
円

（
同
九
・
五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
投
資
的
経
費
は
、
田
井
・
市
田
線
歩
道
整
備
事

業
や
佐
山
小
学
校
南
校
舎
耐
震
補
強
お
よ
び
改
修

工
事
な
ど
の
補
助
事
業
で
、
前
年
度
と
比
べ
九
・

九
㌫
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
単
独
事
業
で
は
、
道
路
整
備
や
西
林
公

園
整
備
事
業
、
水
と
緑
の
回
廊
整
備
工
事
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
が
、
前
年
度
と
比
べ
二
十
五
・
五
㌫

の
減
と
な
り
、
投
資
的
経
費
全
体
で
は
、
前
年
度

と
比
べ
十
八
・
六
㌫
減
の
六
億
九
千
五
百
六
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
目
的
別
の
主
な
事
業
は
、
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

ま
す
。
 

 

利子割交付金等 3,044万円（0.5％） 地方消費税交付金 3億8,569万円（5.2％） 維持補修費 6,410万円（0.9％） 

国庫支出金 
3億413万円（4.1％） 

分担金及び負担金 
6,897万円 
（0.9％） 

広報くみやま 平成17年11月1日 
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●議会費　議会運営のために使ったお金 
●総務費　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維持
　　　　　管理などの総括的な事務に使ったお金 
●民生費　高齢者や障害者の人々のためや保育所運営な
　　　　　どの福祉全般の事務や事業に使ったお金 
●衛生費　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生活
　　　　　のために使ったお金 
●労働費　勤労者の技能の養成などに使ったお金 
●農林水産業費　農業の振興のために使ったお金 
●商工費　商工業の振興に使ったお金 
●土木費　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市計
　　　　　画事業などに使ったお金 
●消防費　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団の
　　　　　運営などに使ったお金 
●教育費　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習の
　　　　　ための費用、町内の体育施設の維持管理など
　　　　　に使ったお金 
●公債費　建設事業などをおこなうために借り入れたお
　　　　　金の返済金 

総務費 
10億331万円（14.1％） 

民生費 
15億2,267万円（21.4％） 

土木費 
11億713万円（15.5％） 

教育費 
11億1,503万円（15.7％） 

公債費 
8億4,815万円（11.9％） 

衛生費 
5億7,313万円（8.0％） 

議会費 
1億2,667万円（1.8％） 

消防費 
4億2,626万円（6.0％） 

労働費 
885万円（0.1％） 

農林水産業費 
1億3,656万円（1.9％） 

商工費 
2億5,582万円（3.6％） 

歳出の 
目的別内訳 

財政構造を見る二つのバロメーター 
経常収支比率とは、人件費や扶助費、公債費など
経常的な義務的経費が、税金などの収入に占める
割合をいい、70から80㌫程度が標準とされていま
す。 
公債費比率とは、一年間に返済する町の借入金に
かかる元金と利子の償還額（公債費）が町税など
の一般財源に占める割合をいい、一般的には10
㌫以下であると健全、15㌫を超えると要注意、20
㌫以上になると危険といわれています。 
 

△ 

△ 

　
歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務
費
で

は
、
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
や
第
四
次
総

合
計
画
策
定
調
査
の
委
託
な
ど
で
増
と
な
っ
た
も

の
の
、
前
年
度
で
終
了
し
た
庁
用
地
取
得
事
業
（
買

戻
し
）
な
ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
九
・

八
㌫
減
の
十
億
三
百
三
十
一
万
円
（
歳
出
全
体
の

十
四
・
一
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
民
生
費
で
は
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
の
運
動
指

導
事
業
の
充
実
を
は
じ
め
、
障
害
者
基
本
計
画
の

改
訂
や
知
的
障
害
施
設
入
所
者
の
医
療
給
付
な
ど

を
新
た
に
実
施
し
た
ほ
か
、
障
害
者
居
宅
サ
ー
ビ

ス
支
援
費
や
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
の
繰

出
金
、
各
種
児
童
手
当
の
増
額
、
そ
し
て
、
い
き

い
き
ホ
ー
ル
駐
輪
場
上
屋
設
置
工
事
な
ど
で
、
前

年
度
と
比
べ
十
・
四
㌫
増
の
十
五
億
二
千
二
百
六

十
七
万
円
（
同
二
十
一
・
四
㌫
）
と
な
り
、
衛
生

費
で
は
、
住
民
基
本
健
診
や
ご
み
収
集
車
購
入
事

業
、
ご
み
、
し
尿
に
か
か
る
城
南
衛
生
管
理
組
合

負
担
金
な
ど
で
、
五
億
七
千
三
百
十
三
万
円
（
同

八
・
〇
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
商
工
費
で
は
、
中
小
企
業
者
の
資
金
借
入
に
か

か
る
保
証
料
、
利
子
補
給
金
の
大
幅
な
増
に
加
え
、

企
業
立
地
促
進
助
成
金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
八
十
三
・
四
㌫
増
の
二
億
五
千
五
百
八
十
二

万
円
（
同
三
・
六
㌫
）
と
な
り
、
土
木
費
で
は
、

町
道
林
十
二
号
線
を
は
じ
め
、
田
井
・
林
線
歩
道

設
置
事
業
や
場
内
四
十
一
号
線
な
ど
の
道
路
・
歩

道
整
備
や
の
っ
て
こ
バ
ス
運
行
事
業
、
新
市
街
地

整
備
調
査
業
務
な
ど
に
取
り
組
み
、
前
年
度
と
比

べ
二
・
六
㌫
増
の
十
一
億
七
百
十
三
万
円
（
同
十

五
・
五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
教
育
費
で
は
、
城
南
土
地
開
発
公
社
か
ら
ゆ
う

ホ
ー
ル
用
地
を
取
得
し
た
の
を
は
じ
め
、
佐
山
小

学
校
の
南
校
舎
耐
震
補
強
お
よ
び
改
修
工
事
な
ど

を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
と
比
べ
三
・
二

㌫
減
の
十
一
億
一
千
五
百
三
万
円
（
同
十
五
・
七

㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
公
債
費
は
、
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え
を
お

こ
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
べ
六
十
三
・
一
㌫

増
の
八
億
四
千
八
百
十
五
万
円
（
同
十
一
・
九
㌫
）

と
な
り
、
借
換
債
を
除
い
た
実
質
で
は
、
六
・
六

㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
や 

の
っ
て
こ
バ
ス
の
運
行
を
拡
充 
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まちの家計簿　平成16年度決算 

一般会計の主な支出 （　）は構成比 

 
240万円 

 
 

34万円 
1,263万円 
1,331万円 
1,082万円 
1,441万円 
210万円 
77万円 

 
 

1,100万円 
200万円 

1億2,521万円 
2,547万円 
241万円 

1,339万円 
1,004万円 
1,720万円 
100万円 
74万円 
113万円 

2,824万円 
 
 

3,443万円 
813万円 
300万円 

1億6,844万円 
3,595万円 
8,118万円 
471万円 

 
 

1,047万円 
165万円 

1,595万円 
1,255万円 

 
 

1,512万円 
8,020万円 
3,692万円 
2,305万円 
6,100万円 
263万円 

議会費　1億2,667万円（1.8％） 
　　議会だよりの発行 
 
総務費　10億331万円（14.1％） 
　　生活安全まちづくり連絡会活動事業 
　　第4次総合計画策定調査 
　　ふるさとフェア久御山への補助 
　　町制施行50周年記念事業 
　　広報くみやまの発行 
　　町勢要覧作成 
　　町政モニター事業 
 
民生費　15億2,267万円（21.4％） 
　　身体障害者デイサービス事業 
　　公会堂等バリアフリー化事業補助 
　　障害者居宅サービス・施設サービス支援 
　　社会福祉協議会補助 
　　子育て支援プランの推進 
　　在宅介護支援センター事業 
　　居宅サービス等利用者負担額助成事業 
　　介護予防事業（いきいきホール） 
　　新障害者基本計画策定業務 
　　ウォーキングコース設定事業 
　　いきいきホール駐輪場上屋設置工事 
　　乳幼児医療費支給事業 
　　 
衛生費　5億7,313万円（8.0％） 
　　基本健康診査、各種検診など 
　　母子保健事業 
　　健康づくり推進事業 
　　可燃ごみ・不燃ごみの処理 
　　不燃ごみ収集運搬委託 
　　し尿収集および処理 
　　再生資源集団回収事業補助 
　　 
農林水産業費　1億3,656万円（1.9％） 
　　直売所設置推進事業補助 
　　ジャンボタニシ防除対策事業 
　　水田農業構造改革対策事業補助 
　　坊野島地区小規模農業基盤整備事業 
 
商工費　2億5,582万円（3.6％） 
　　商工会活動補助 
　　中小企業者資金借入保証料補給 
　　中小企業者資金借入利子補給 
　　企業立地促進助成 
　　久御山町中小企業低利融資制度 
　　雇用機会増大促進啓発事業 

土木費　11億713万円（15.5％） 
　　交通安全施設の整備 
　　のってこバスなど、公共交通体系の調査、検討および 
　　実証運行 
　　河川・排水路整備等維持補修 
　　道路維持補修等 
　　道路整備等 
　　個性あふれる公園整備事業 
　　公園の施設管理等 
　　都市下水路整備等 
　　都市計画・基盤整備 
 
消防費　4億2,626万円（6.0％） 
　　消防団員研修 
　　消防水利の増強整備 
　　消防機械器具等の整備 
　　町消防本部（署）発足30周年、町消防団発足50周年 
　　記念式典 
 
教育費　11億1,503万円（15.7％） 
　　ＡＥＴによる英語活動や国際理解教育の充実 
　　修学旅行費や給食費などの補助 
　　佐山小学校南校舎耐震補強および改修工事 
　　佐山小学校給食室空調設備等改修工事 
　　生涯学習事業 
　　文化スポーツ事業団などへの補助 
　　男女共同参画社会の形成 
　　図書館サービスの向上 
　　留守家庭児童育成事業 
　　町民プール塗装・ろ過ポンプ取替え工事 
　　　　 
公債費　8億4,815万円（11.9％） 

 
395万円 

 
4,777万円 
1,380万円 
3,640万円 

3億5,692万円 
700万円 

4,737万円 
2,265万円 
2,074万円 

 
 

297万円 
609万円 
722万円 

 
133万円 

 
 

1,698万円 
2,432万円 
1億281万円 
856万円 
335万円 

6,370万円 
141万円 

3,770万円 
3,119万円 
501万円 

広報くみやま 平成17年11月1日 
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去
る
10 
月
18 
日
に
久
御
山
町
行
政
改
革
推
進
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
「
行
政
改
革
大
綱
（
行
政
改

革
の
基
本
的
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
）
の
審
議
」

に
つ
い
て
、
坂
本
町
長
か
ら
同
委
員
会
の
依
田
博

会
長
に
諮
問
（
意
見
を
求
め
る
こ
と
）
さ
れ
ま
し

た
。
 

 
こ
の
委
員
会
は
、
現
在
、
町
の
内
部
で
お
こ
な

っ
て
い
る
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
行
政
改
革

の
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
の
視
点
か
ら
み
て
無
駄

の
な
い
改
革
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
慎

重
に
審
議
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
 

　
委
員
会
で
の
審
議
の
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、
お

お
む
ね
来
年
の
2
月
に
答
申
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

　
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員
の
み
な
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
依
田
博
、
田
井
勇
、
西
口
幸
男
、
松
尾
信
子
、

西
村
淑
乃
、
松
田
雅
宣
　
＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝
 

  

　
町
で
は
、
現
在
、
庁
内
組
織
で
あ
る
久
御
山
町

行
政
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
＝
坂
本
町
長
）
を

設
置
し
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
の
見
直
し
作
業
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
、
久
御
山
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答

申
に
基
づ
き
、
で
き
る
限
り
の
無
駄
を
省
い
た
な

か
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
来
年
の
3
月
を
目
途
に
、
改
革
案

を
ま
と
め
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
公
表
す
る

予
定
で
す
。
 

 

 
 
 
　公共交通のご利用を！ 
　今年から無料巡回バスに代わり町内の公共交通の
充実を図るため、「のってこバス」の臨時便（コー
ス増設）を運行することになりましたので、ご利用
ください。 
　運賃は、片道150円（小人80円）です。 
　運行コースおよび時刻については、後日配布する
チラシで詳しくお知らせします。 

　今年も、11月23日-に「ふるさとフェア久御山」
を開催します。 
　農業・商業・工業・一般の各エリア、フリーマー
ケットコーナーで、それぞれに趣向を凝らした催し
や展示、即売などをおこないます。 
　メインステージでは、石川ひとみのカラオケコン
サートやアメリカザリガニの漫才、原田直之の民謡
ショー、仮面ライダー響鬼のキャラクターショーなど、
盛りだくさんの催しを予定しています。みなさんお
誘い合わせのうえ、ご来場ください。 
問い合わせ／ふるさとフェア実施委員会（産業課内） 
 

築こう豊かな未来の道しるべ 
きず 

11月23日-　午前9時30分～午後3時 

久御山中央公園 

行
政
改
革
推
進
 

　
　
委
員
会
を
設
置
 

広報くみやま 平成17年11月1日 
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    正
じ
き
な
　
き
も
ち
を
か
な
え
る
 

き
れ
い
な
せ
ん
き
ょ
 

　
　
　
　
　
二
木
　
悠
馬
　
御
牧
小
学
校
　
2
年
 

お
父
さ
ん
　
せ
ん
き
ょ
に
行
っ
て
ね
 

い
い
人
え
ら
ん
で
 

　
　
　
　
　
久
乘
　
有
那
　
御
牧
小
学
校
　
3
年
 

こ
の
一
票
　
住
み
よ
い
く
ら
し
を
　
つ
く
る
も
の

　
　
　
　
　
大
西
　
沙
紀
　
佐
山
小
学
校
　
5
年
 

作
ろ
う
よ
　
住
み
よ
い
く
ら
し
　
明
る
い
未
来
　

　
　
　
　
　
中
村
　
知
聡
　
佐
山
小
学
校
　
5
年
 

一
人
一
人
が
行
な
う
　
平
等
と
公
正
な
選
挙
！
　

　
　
　
　
　
圓
山
葉
津
希
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

   こ
の
国
を
　
よ
く
す
る
力
が
　
選
挙
だ
よ
　
　
　

　
　
　
　
　
山
口
　
貴
大
　
佐
山
小
学
校
　
5
年
 

ぼ
く
た
ち
の
　
み
ら
い
に
か
か
る
　
そ
の
一
票
 

　
　
　
　
　
城
戸
　
一
樹
　
佐
山
小
学
校
　
5
年
 

だ
い
じ
だ
よ
　
あ
な
た
の
一
ぴ
ょ
う
 た

い
せ
つ
に
 

　
　
　
　
　
山
田
　
咲
依
　
佐
山
小
学
校
　
5
年
 

無
駄
に
し
な
い
で
　
未
来
を
創
る
　
一
票
を
　
　

　
　
　
　
　
田
中
　
一
成
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

選
挙
権
　
あ
な
た
は
日
本
を
つ
く
る
　
代
表
者
　

　
　
　
　
　
岡
　
日
美
子
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

日
本
を
か
え
る
　
国
民
の
ぎ
む
　
守
ろ
う
よ
　
　

　
　
　
　
　
木
村
　
友
譲
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

そ
の
一
票
　
未
来
が
か
わ
る
　
第
一
歩
　
　
　
　

　
　
　
　
　
牧
野
　
祐
子
　
東
角
小
学
校
　
6
年
 

＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝
 

明
る
い
選
挙
啓
発
 

　
　ポ
ス
タ
ー
・
標
語
 

　
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
永
松
迪
哉
会
長
）
で
は
、
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
審
査
会
を
9
月
29
日
に
開
催
。
応
募
の
あ
っ
た
ポ
ス
タ

ー
87
点
、
標
語
64
点
を
厳
正
に
審
査
し
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
特
選
4
点
、
入

選
6
点
、
標
語
部
門
で
特
選
5
点
、
入
選
7
点
を
選
び
ま
し
た
。
 

　
両
部
門
の
特
選
作
品
9
点
は
、
京
都
府
の
2
次
審
査
に
出
品
し
、
ポ
ス
タ

ー
部
門
で
東
角
小
学
校
6
年
の
木
村
友
譲
さ
ん
が
入
選
、
佐
山
小
学
校
5
年

の
樋
口
友
里
恵
さ
ん
と
久
御
山
中
学
校
3
年
の
坂
部
晃
子
さ
ん
が
佳
作
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
 

　
特
選
・
入
選
作
品
は
町
民
文
化
祭
で
展
示
す
る
ほ
か
、
明
る
い
選
挙
の
啓

発
に
活
用
し
ま
す
。
 

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

〈
特
選
〉
 

〈
入
選
〉
 

【入選】西村　美紀 

【特選】樋口　友里恵 【特選】白數　麻衣 【入選】渡邊　もも 

【
入
選
】
志
村
　
友
里
絵
 

【
特
選
】
坂
部
　
晃
子
 

【
特
選
】
木
村
　
友
譲
 

【入選】藤本　紫都香 

京都府佳作 京都府入選 

京都府佳作 

【入選】児嶋　佑香 

【入選】木口　萌々 

標
語
部
門
 

〈
特
選
〉
 

〈
入
選
〉
 

樋
口
友
里
恵
　
佐
山
小
学
校
　
　
5
年
 

木
村
　
友
譲
　
東
角
小
学
校
　
　
6
年
 

白
數
　
麻
衣
　
東
角
小
学
校
　
　
6
年
 

坂
部
　
晃
子
　
久
御
山
中
学
校
　
3
年
 

   児
嶋
　
佑
香
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

西
村
　
美
紀
　
御
牧
小
学
校
　
　
6
年
 

藤
本
紫
都
香
　
御
牧
小
学
校
　
　
6
年
 

志
村
友
里
絵
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

渡
邊
　
も
も
　
東
角
小
学
校
　
　
5
年
 

木
口
　
萌
々
　
東
角
小
学
校
　
　
4
年
 

　
　
　
　
　
　
＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝
 

たくさんのご応募ありがとうございました 

広報くみやま 平成17年11月1日 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

珠城神社の秋祭り（10月9日・市田） 
佐山幼稚園運動会（10月1日・佐山幼稚園） 

8

久御山中学校グラウンド 

久御山町民運動会 

相島が総合優勝 

▲力いっぱい（綱引き） 

　曇り空で時折、雨が降る肌寒い天候のなか、第39回久

御山町民運動会が10月10日、久御山中学校グラウンドで

約3,000人が参加しておこなわれました。 

　自治会対抗種目の綱引きや対抗リレー、ギネスに挑戦す

るリレーボール、玉入れなど多彩な競技に参加者は、スポ

ーツの秋を満喫しました。 

　玉入れでは、野村自治会が自らの久御山町記録59個（京

都府第2位）を1個上回る60個を記録。また、リレーボー

ルでは、栄3・4丁目自治会が久御山町記録である自らの記

録を6秒以上短縮する、2分35秒で優勝しました。 

【総合】①相島　②栄3・4丁目、野村 

【綱引き】①藤和田　②相島　③坊之池 

【玉入れ競争】①野村　②栄3・4丁目　③相島 

【リレーボール】①栄3・4丁目　②野村　③相島 

【女子対抗リレー】①久御山団地　②島田　③栄3・4丁目 

【男子対抗リレー】①相島　②東一口　③野村 

広報くみやま 平成17年11月1日 

大
声
援
を
送
る
応
援
団
 

男
子
対
抗
リ
レ
ー
 

▲  

▲  

▲エッサ・ホイ・サッサ 
　（三人寄れば） 

▼くみやま音頭 

息
を
合
わ
せ
て（
大
な
わ
と
び
） 

▼
 



地域子育て支援事業（10月15日・保健センター） 全国地域安全運動 （10月17日・ジャスコ久御山店前） 

中央公園グラウンド・役場コンベンションホール 東角小学校 

高齢者世帯交流会 

心身ともにリフレッシュ 英会話の実践練習 

自衛消防隊訓練
大会 

（10月11日・中
央公園グラウン

ド） 

9月15日から10月14日までの受付分（敬称略） 

9

英会話で楽しく交流 

　町社会福祉協議会では、高齢者を対象に、参加者同士の

親睦を図ってもらおうと、9月29日、高齢者世帯交流会

を開き、52人が参加しました。 

　グラウンドゴルフや軽体操で日ごろの運動不足をリフレ

ッシュ。また、司法書士の中邨能秀さんが、相続や悪質リ

フォーム契約など、実際にあった事例を紹介し、トラブル

に巻き込まれないよう講演。参加者は、熱心に聞き入って

いました。 

小学生と高校生の合同授業 

インストラクターによる軽体操 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

西
谷
　
一
哉
 

谷
村
　
征
法
 

大
川
　
知
重
 

喜
多
　
　
修
 

　
紀
子
 

　
真
弓
 

　
満
紀
子
 

　
知
沙
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
林
 

下
津
屋
 

丸
山
　
真
央
 

小
森
　
紗
姫
 

石
川
明
比
等
 

菊
田
　
珠
莉
 

稲
村
　
光
真
 

　
田
　
百
華
 

長
嶋
　
花
凛
 

稲
内
　
熙
哉
 

博
章
・
紋
子
 

　一
秀
・
寿
美
絵
 

潤
・
奈
美
子
 

昌
志
・
美
奈
子
 

晃
一
・
寿
美
 

柄
温
・
理
香
 

孝
剛
・
範
子
 

敬
時
・
真
弓
 

藤
和
田
 

　
〃
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

  あ
き
　
 

　ま
　
お
 

　さ
　
き
 

　ひ
　
と
 

　じ
ゅ
　り
 

み
つ
ま
さ
 

　も
も
　か
 

　か
　り
ん
 

　ひ
ろ
　や
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

　10月4日、東角小学校へ久御山高校の2年生が訪れ、5

年生の英語学習のサポートをしました。 

　これは、英語活動郊外学習として、10月20日に嵐山や

金閣寺へ出向いて、直接外国人との会話に挑戦するイング

リッシュアドベンチャー授業の一つとしておこなわれたも

のです。外国人役の高校生に、小学生が「どこからきまし

たか」「今からどこへ行くんですか」などと英語で質問し、

本番に備えて練習をしました。 

三人仲よく元気に育ってほしいです。 

大橋辺　父 和幸さん・母 沙保織さん 

松岡　諒真くん（長男） 
りょうま まつおか 

純輝くん（二男） 
じゅん き 

風伽ちゃん（長女） 
ふう か 

広報くみやま 平成17年11月1日 
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　今年7月の「のってこバス（巡回バス）」の運行内容の
改善によって、久御山中央公園だけではなく、荒見苑の利
用者にも便利にご利用いただきたいということで、従来の
「久御山中央公園」バス停を南東に約50㍍移動して、荒
見苑に近づけ、名称も「中央公園・荒見苑前」に改め、現
在、1日15便が行き交っています。 
　これまでの「久御山中央公園」バス停は、路線バスのバ
ス停として、現在も平日3便、休日1便が運行されています。 
　バス停がある久御山中央公園は、昭和53年に開設。野
球場やテニスコート、ゲートボール場、幼児広場などが整
備され、町民のみなさんの世代を超えた、ふれあいの場・
憩いの場として親しまれています。 
　また、毎年11月に中央公園で開かれている「ふるさと
フェア久御山」には、約18,000人もの来場者でにぎわい
ます。 
問い合わせ／都市計画課 
 

バス停シリーズ 

「中央公園・荒見苑前」 

素
朴
な
疑
問
 

5

               　
あ
る
家
庭
の
子
ど
も
（
太
郎
く
ん
）
が
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
…
 

　
太
郎
く
ん
の
学
校
の
参
観
日
の
こ
と
で
す
。
教

室
の
後
ろ
に
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
大
勢
並
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
太
郎
く
ん
の
お
父
さ
ん
だ

け
が
一
人
だ
け
居
心
地
悪
そ
う
に
参
観
し
て
い
ま

し
た
。
 

         　
太
郎
く
ん
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
料
理
を
作
る
人

は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
だ
と
聞
き
、
「
ど
う
し
て
か

な
？
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
あ
る
日
、
い
つ
も
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る

お
母
さ
ん
が
病
気
で
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
食
事
を

作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
そ
の
日
、
食
事
を
作
っ
て
く
れ
た
の
は
、
仕
事

で
疲
れ
て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
お
父
さ
ん
で
も
な

く
、
趣
味
の
盆
栽
に
熱
中
し
て
い
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
で
も
な
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
 

         　
太
郎
く
ん
が
お
母
さ
ん
と
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
物

に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
買
い
物
を
し
て
い

る
の
は
、
女
性
ば
か
り
で
、
家
族
連
れ
以
外
に
は
、

男
性
の
姿
を
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

          　
近
年
、
社
会
へ
進
出
す
る
女
性
が
増
え
ま
し
た

が
、
そ
の
多
く
が
家
事
・
育
児
も
担
っ
て
い
て
、

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
も
仕
事
も
」
と
い
う
新

し
い
性
別
役
割
分
担
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

　
家
事
や
育
児
に
限
ら
ず
、
地
域
の
活
動
や
介
護

な
ど
も
含
め
て
、
男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
共
同
で
お
こ
な
う

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
で
は
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

　町内の「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリー
ズで紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたいと考えてい
ます。 
　今回は「中央公園・荒見苑前」のバス停です。 

どうして男の人は 
参観にあまり来な 
いんだろう？ 

どうしてうちでは、 
女の人が料理を 
作るんだろう？ 

どうして男の人だ 
けで、買い物して 
いる人が少ないん 
だろう？ 

広報くみやま 平成17年11月1日 
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Q

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

A
自
主
避
難
で
き
る
場
所
は
 

な
い
の
で
し
ょ
う
か
 

Q
要
介
護
認
定
調
査
の
取
扱
い
は
、
 

十
分
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
 

 

Q
公
園
の
出
入
り
口
が
危
険
で
す
 

  

心
配
な
と
き
は
、
 

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
 

 

       　
町
内
に
は
、
自
主
避
難
で
き
る
場
所
が
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
台
風
の
と
き
は
、
家
が
古
い
の
で

と
て
も
怖
い
思
い
を
し
ま
す
。
高
齢
の
母
は
、
枕

元
に
靴
を
置
き
、
服
を
着
て
横
に
な
っ
て
数
時
間

過
ご
し
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
も
と
て
も
不

安
だ
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
京
都
府
南
部
に
暴

風
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
公
共
の
建
物
に
自

主
避
難
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
し
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
田
・
女
性
）
 

  　
暴
風
警
報
等
の
気
象
警
報
が
発
令
さ
れ
て
も
、

人
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
被
害
が
で
な
い
と
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
避
難
に
関
し
て
特
に
勧
告
、
指

示
は
発
令
し
ま
せ
ん
。
 

　
ご
心
配
さ
れ
る
人
の
自
主
避
難
に
対
し
て
は
、

役
場
庁
舎
と
中
央
公
民
館
を
自
主
避
難
場
所
と
し

て
、
待
機
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
ま
ず
、
役
場
総
務
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
課
】
 

   　
町
か
ら
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
調
査
に
き
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
親
戚
の
人
が
認

定
の
こ
と
な
ど
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
調
査
さ
れ

る
人
は
、
十
分
注
意
を
払
い
、
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
認
定
を
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
個
人
情
報
で
あ

り
、
当
然
保
護
さ
れ
る
べ
き
内
容
で
す
。
こ
の
件

に
関
し
て
は
、
対
象
者
を
支
援
さ
れ
て
い
る
親
族

と
誤
解
し
、
認
定
に
か
か
る
内
容
を
お
話
し
し
て

し
ま
っ
た
も
の
で
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
町
と
し

て
も
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
訪
問
調
査
時
に
お

け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
充
実
・
強
化
し
、
徹
底
し
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
長
寿
健
康
課
】
 

   　
西
林
公
園
の
出
入
り
口
に
ミ
ラ
ー
が
必
要
で
す
。

車
か
ら
人
の
出
入
り
が
見
え
ず
、
子
ど
も
も
飛
び

出
し
や
す
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  　
公
園
の
出
入
り
口
は
、
階
段
と
ス
ロ
ー
プ
を
併

設
し
た
構
造
で
、
安
全
柵
と
支
柱
を
設
け
、
直
線

的
な
飛
び
出
し
予
防
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
突
然
の
子
ど
も
の
飛
び
出
し
を
車
道
側
か
ら
ミ

ラ
ー
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
の
効
果
も
低
い
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
公
園
側
に
は
飛
び
出
し
防
止

看
板
の
設
置
や
「
飛
び
出
し
キ
ケ
ン
」
の
シ
ー
ル

で
、
公
園
利
用
者
へ
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。
 

　
車
も
、
住
宅
内
の
狭
い
道
路
を
走
行
さ
れ
る
と

き
は
、
減
速
す
る
な
ど
の
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
【
監
理
課
・
都
市
計
画
課
】
 

A
訪
問
調
査
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 

充
実
・
強
化
し
ま
す
 

 

A
公
園
利
用
者
に
周
知
を
図
り
ま
す
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　農業所得の計算は、収入金額から
必要経費を差し引く「収支計算」が
原則ですが、これまで、収支計算が
困難な小規模の米作農家の人につい
ては、申告の目安として水稲所得標
準を適用して申告されていた人もお
られます。 
　しかし、平成17年分を最後に、
水稲所得標準が廃止された後は、す
べて収支計算によって申告していた
だくことになります。 

 
 
 
 
 
 
　収支計算をするには、出荷伝票や
仕切書などの収入金額のわかる書類
と、請求書や領収書などの支払い金
額のわかる書類が必要です。 
　平成18年1月1日から農業に関す
る書類や領収書等は必ず保存してく
ださい。 

 

 

 

 

　平成18年分の確定申告（平成19

年2月から3月申告分）から、これ

までの「水稲所得標準」が廃止され、

実際の必要経費を差し引く「収支計

算」の方法で農業所得を計算するこ

ととなりました。 

 
 
 
 
 
 
　請求書や領収書の日付と金額は、
それぞれの項目ごとに集計しやすい
ように帳簿やノートなどに記録（記
帳）しておくと、申告するときに役
立ちます。 
 
 
　農業所得のための収支計算説明会
を開きます。 
日時／①12月6日c　②8日e

　　いずれも午後1時30分から 
場所／①京都やましろ農協　中宇治
　　支店（宇治市槙島町大町13） 
　　②同農協　本店（京田辺市田辺
　　鳥本1の2） 
問い合わせ／宇治税務署10774（4 
　　4）4141または町税務課 

水稲所得標準が廃止 

収支計算とは 確定申告のために 

収支計算説明会 

農業所得の申告は「収支計算」で！ 

☆収支計算の手順 

1　取引の書類を保存する 

2　ノートなどに集計する 

3　1年間の合計をまとめる 

4　決算修正をおこなう 

5　収支内訳書を作成する 

広報くみやま 平成17年11月1日 
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87

アポイントメントセールス 

　
突
然
、
「
当
選
し
た
の
で
景
品
を
取
り
に
来
て
 

！
」
「
特
別
会
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
！
」
と
い
っ

た
電
話
や
ハ
ガ
キ
を
受
け
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
の
よ
う
な
名
目
で
、
販
売
目
的
を
隠
し
、

喫
茶
店
等
に
呼
び
出
し
、
実
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
契
約
さ
せ
る
販
売
方
法
を
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

セ
ー
ル
ス
と
い
い
ま
す
。
 

　
こ
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
で
は
、
20

歳
代
の
若
者
が
高
額
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
や
会
員

権
、
絵
画
等
を
契
約
し
た
と
い
う
相
談
が
非
常
に

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
契
約
金
額
は
1
0
0

万
円
前
後
も
す
る
も
の
も
増
え
て
き
て
お
り
、
分

割
払
い
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
署
名
押
印
さ
せ
、

多
額
の
負
債
を
負
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
 

　
手
口
と
し
て
は
、
呼
び
出
し
た
あ
と
、
「
こ
の

倶
楽
部
の
会
員
に
な
る
と
海
外
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー

施
設
の
利
用
が
会
員
価
格
で
安
く
利
用
で
き
る
」

な
ど
と
、
長
時
間
に
わ
た
り
勧
誘
し
た
り
、
ま
た
、

販
売
目
的
は
告
げ
て
い
た
と
し
て
も
「
今
回
あ
な

た
だ
け
特
別
に
安
く
」
と
さ
ら
に
有
利
な
条
件
を

強
調
し
て
勧
誘
し
た
り
し
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
商
品
の
販
売
で
あ
る
こ
と
を
告

げ
ず
に
事
務
所
に
呼
び
出
し
契
約
さ
せ
る
手
口
は
、

特
定
商
取
引
法
に
関
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

る
「
訪
問
販
売
」
に
該
当
し
ま
す
。
契
約
し
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
契
約
後
（
法
定
書
面
を
交
付

後
）
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
し
つ
こ
く
契
約
を

勧
め
ら
れ
た
場
合
は
、
消
費
者
契
約
法
に
基
づ
き

契
約
の
取
消
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
特
定
の
取
引
に
限
っ
て
、

契
約
締
結
後
も
一
定
期
間
、
熟
慮
す
る
余
裕
を
与

え
、
こ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
一
方
的
に
契
約
を
解

消
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を

知
ら
な
い
が
ゆ
え
に
、
店
に
呼
び
出
さ
れ
再
説
得

さ
れ
て
し
ま
う
場
合
や
、
ま
た
、
「
高
額
の
買
物

な
の
で
親
に
は
内
緒
に
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
た
た
め
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
 

　
少
し
で
も
疑
問
を
感
じ
た
り
、
解
約
を
し
た
い

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

内
容
が
は
っ
き
り
し
な
い
誘
い
に
は
応
じ
な
い
方

が
賢
明
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
う
ま
い
話
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
、
気
を
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

 　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま
 

ず
京
都
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
 

7
１
）
0
0
0
4
、
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
商
 

工
観
光
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
 

は
町
産
業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
週
末
に
お
け
る
緊
急
の
相
談
を
要
す
る
消
費
者
 

の
増
加
に
伴
い
、
「
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
 

電
話
相
談
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
 

く
だ
さ
い
。
1
0
7
5
（
2
5
7
）
9
0
0
2
 

相
談
日
時
／
土
・
日
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
 

　
　
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
 

相
談
方
法
／
電
話
相
談
の
み
 

 
 
 
 
●ささえ愛サービス 
　町社会福祉協議会では、町内に住み、何 
らかの事情により日常生活を営むのに支障 
があり、他の福祉サービスの利用が困難な 
人および公的なサービスでは対応困難な人 
を対象に「困ったときはお互いさま」の気 
持ちをもった人たちが会員となったささえ 
愛サービスにより、清掃や洗濯、買い物な 
どの家事や送迎などのサービスを有料で提 
供しています。 
　ささえ愛サービスは、手助けができると 
きはハート会員（協力者）として、また、 
手助けをしてもらいたいときは利用者（利 
用会員）として、住民同士が同じ地域のな 
かでお互いに助け合える、そのような活動 
を目的としています。 
サービスの内容と費用 
（金券チケットによる精算） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サービス利用 
　サービスの利用を希望される人は、利用 
会員登録が必要となります。 
問い合わせ／町社会福祉協議会 

ノ
ビ
タ
キ 

（
ス
ズ
メ
目
ツ
グ
ミ
科
） 

　
大
き
さ
は
約
13 
㌢
で
ス
ズ
メ
ぐ
ら
い
で
す
。

日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
を
行
き
来
す
る
夏
鳥
で
、

本
州
中
部
以
北
で
繁
殖
し
、
西
日
本
で
は
、

渡
り
の
時
期
に
見
ら
れ
ま
す
。
 

　
巨
椋
池
干
拓
田
で
は
、
秋
の
渡
り
の
時
期

に
尾
羽
を
上
下
に
動
か
し
な
が
ら
、
草
の
穂

先
や
低
木
な
ど
に
と
ま
っ
て
は
移
動
し
、
昆

虫
類
や
ク
モ
類
な
ど
を
採
食
し
て
い
る
様
子

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
繁
殖
期
以

外
は
１
羽
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
 

　
成
鳥
の
オ
ス
の
夏
羽
は
、
の
ど
と
頭
部
か

ら
の
上
面
が
黒
く
、
翼
に
白
斑
が
あ
り
、
胸

は
錆
色
で
す
。
 

　
メ
ス
は
頭
か
ら
の
上
面
が
黒
褐
色
で
、
淡

色
の
縦
斑
が
あ
り
、
翼
に
は
小
白
斑
が
あ
り

ま
す
。
体
下
面
は
汚
白
色
で
す
。
冬
羽
は
オ

ス
・
メ
ス
と
も
、
全
体
が
淡
い
橙
色
に
な
り

ま
す
。
 

　
鳴
き
声
は
、
地
鳴
き
で
は
「
ヒ
ッ
ヒ
ッ
」

「
ジ
ャ
ジ
ャ
」
と
鳴
き
ま
す
が
、
さ
え
ず
り

は
「
ヒ
ー
ヒ
ョ
ー
ヒ
ョ
ー
ロ
リ
ー
」
と
澄
ん

だ
声
で
鳴
き
ま
す
。
 

く
　
ら
　
ぶ
 

家事援助サービス 
　調理・衣類の洗濯や掃除、 
　生活必需品の買い物等 

簡単な身の回りの介助 
　食事の介助や買い物の介 
　助等 

移送サービス 
　通院通所の介助や社会参 
　加のための送迎等 
 

サービス 

1時間 

　700円 

費　　用 

広報くみやま 平成17年11月1日 

1時間 

　700円 

1　回 

　700円 
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図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
金
融
を
学
ぶ
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
金
融
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

す
ず
き
出
版
発
行
 

　
お
金
っ
て
な
に
？
か
ら
、
お
金
を
じ
ょ
う
ず
に
使
う
に
は
、
お
金

を
稼
ぐ
・
貯
め
る
な
ど
、
お
金
に
つ
い
て
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
お
金
の
大
常
識
」（
児
童
書
）
 

ポ
プ
ラ
社
発
行
 

　
お
金
の
種
類
や
歴
史
、
お
金
と
経
済
の
関
係
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
 

「
お
金
に
つ
い
て
考
え
る（
全
4
巻
）」（
児
童
書
）
 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
発
行
 

　
金
融
の
し
く
み
か
ら
、
債
権
・
株
式
、
税
金
・
保
険
・
年
金
・
預

金
・
金
利
、
さ
ら
に
は
老
後
の
設
計
ま
で
、
金
融
の
す
べ
て
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
 

「
金
融
の
す
べ
て
」
 

石
橋
春
夫
／
関
谷
喜
三
郎
／
高
木
聖
共
著
 

　
通
貨
や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み
、
金
融
機
関
の
役
割
、
ま
た
、

イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
、
ペ
イ
オ
フ
な
ど
、
今
日

の
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
く
わ
し
く
紹
介
 

「
は
じ
め
て
学
ぶ
金
融
論
」
 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

81キロカロリー／一人分 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

1
日
c
・
7
日
b
・
14
日
b
・
21
日
c
・
28
日
b

30
日
d　

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
26
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

お
は
な
し
会
 

ホウレン草の和え物 

■材料（4人分） 

作り方 
 
①　ホウレン草は色よくゆで、3㌢く
　らいに切る。 
②　シメジは石突を取り、ほぐして乾
　いりする。 

 
③　ささ身はＢを振りかけて蒸し、細
　かく裂く。 
④　食べる直前に①・②・③をＡであ
　えて、いりゴマをかけて出来上がり
　です。 
 

★
そ
の
日
の
ま
え
に
 

（
重
松
　
清
著
）
 

　
神
さ
ま
は
意
地
悪
だ
か
ら
、
大
切
な

人
を
遠
く
へ
連
れ
去
っ
て
し
ま
う
。
生

と
死
を
見
つ
め
る
連
作
短
編
集
 

★
覇
王
の
夢
 

（
津
本
　
陽
著
）
 

　
信
長
の
壮
大
な
ロ
マ
ン
、
最
後
の
野

望
 

★
終
わ
ら
な
い
夜
 

（
ロ
ブ
・
ゴ
ン
ザ
ル
ヴ
ェ
ス
絵
）
 

　
不
思
議
な
絵
が
想
像
の
世
界
へ
と
導

い
て
く
れ
ま
す
。
静
か
な
、
夜
の
情
景
 

★
ブ
ラ
イ
デ
ィ
さ
ん
の
シ
ャ
ベ
ル
 

（
メ
ア
リ
ー
・
ア
ゼ
ア
リ
ア
ン
絵
）
 

　
１
8
0
0
年
代
半
ば
、
ブ
ラ
イ
デ
ィ

さ
ん
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に

移
住
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ベ
ル
一
つ
で
人

生
を
切
り
開
い
た
女
性
の
物
語
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

ホウレン草 
シメジ 
ささ身 
いりゴマ 
 

・・・・・300グラム 
・・・・・・・・・・100グラム 
・・・・・・・・・・100グラム 
・・・・・・・・・・・大さじ2

かぼす汁 
しょうゆ 
砂糖 
だし汁 

・・・・・・大さじ2 
・・・・・・・大さじ1 

・・・・・・・・・・・小さじ1 
・・・・・・・・・大さじ2

塩 
酒 
・・・・・・・・・・ひとつまみ 
・・・・・・・・・・小さじ1/2

A
B
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町
内
の
施
設
や
関
連
の
施
設
を
見
学
し
て
も
ら

い
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
町
長
が
意
見
交
換
す
る

町
政
を
見
る
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
19 
日
g
　
午
前
9
時
か
ら
 

見
学
先
／
・
京
都
府
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
 

　
　
・
巨
椋
池
排
水
機
場
 

　
　
・
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

　
　
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

定
員
／
25
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
14 
日
b
ま
で
に

広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

  
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人
を
対

象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
29
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
5
時
 

場
所
／
石
積
の
坂
本
と
将
軍
塚
 

対
象
者
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
1
，
0
0
0
円
 
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
10 
日
e
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
荒
見
苑
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
写
真
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

日
時
／
①
11 
月
29
日
c
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

ご
ろ
　
②
12 
月
3
日
g
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
 

場
所
／
①
嵯
峨
野
・
化
野
念
仏
寺
等
　
②
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
2
日
と
も
参

加
で
き
る
人
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
25
日
f
ま
で
に

同
苑
へ
。
電
話
可
 

  
荒
見
苑
で
は
、
高
齢
者
の
親
睦
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
8
日
e
　
午
前
11 
時
〜
午
後
3
時
45

分
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
１
0
0
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
苑
へ
。
電
話
可
 

  
町
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
町
民
運
動

推
進
協
議
会
と
町
歩
こ
う
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
13 
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30

分
（
小
雨
決
行
）
 

コ
ー
ス
／
町
中
央
公
民
館
↓
国
道
１
号
木
津
川
大

橋
↓
木
津
川
左
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
↓

四
季
彩
館
（
八
幡
市
）
↓
上
津
屋
橋
（
流
れ

橋
）
↓
木
津
川
右
岸
堤
防
（
周
辺
清
掃
）
↓

町
中
央
公
民
館
　
約
6
キ
ロ
 

集
合
場
所
／
午
前
9
時
ま
で
に
町
中
央
公
民
館
前

に
集
合
 

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

持
ち
物
／
水
筒
、
帽
子
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
へ
。
電

話
可
 

   
久
御
山
中
学
校
で
は
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

内
容
／
 

　
・
授
業
や
放
課
後
の
補
充
学
習
で
、
教
科
や
担

当
の
先
生
と
一
緒
に
、
生
徒
の
個
に
応
じ
た

学
習
支
援
 

　
・
ク
ラ
ブ
活
動
（
部
活
動
）
で
顧
問
と
一
緒
に
、

放
課
後
や
休
日
の
活
動
日
に
専
門
種
目
の
指

導
 

資
格
／
 

　
・
教
職
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生
 

　
・
教
員
免
許
（
中
学
校
）
を
お
持
ち
の
人
 

　
・
部
活
動
（
体
育
系
・
吹
奏
楽
）
の
指
導
が
で

き
る
人
 

そ
の
他
／
採
用
は
、
面
接
と
履
歴
書
で
可
否
を
判

断
し
ま
す
。
 

※
受
け
付
け
は
随
時
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同

校
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
校
教
務
部
1
0
7
5
（
6
3
１
）

7
2
0
7
 

  日
時
／
11 
月
18 
日
f
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

行
き
先
／
西
陣
織
会
館
・
東
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
 

対
象
／
町
内
在
住
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
 

費
用
／
5
0
0
円
 

申
し
込
み
／
11 
月
11 
日
f
ま
で
に
地
域
の
民
生
児

童
委
員
さ
ん
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

     
先
の
戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た
戦
没
者
の

人
々
へ
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
お
こ
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
15 
日
c
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
追
悼
式
典
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
演
芸
）
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

※
当
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
送
迎
時

刻
な
ど
詳
し
く
は
、
11 
月
7
日
b
の
新
聞
折
り

込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
 

る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と
交
流
 

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
 

て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
毎
 

月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
18 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
「
は
ー
も
に
ぃ
」
1
0
7
7
4
 

　
　
（
5
5
）
5
9
8
１
ま
た
は
社
会
福
祉
課
 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
社
会
見
学
 

町
政
を
見
る
会
 

家
族
介
護
者
交
流
事
業
 

荒
見
苑
写
真
教
室
 

荒
見
苑
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
 

戦
没
者
追
悼
式
 

サ
ロ
ン
☆
ア
ニ
マ
ー
ト
 

久
御
山
中
学
校
 

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

あ
だ
し
の
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町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
、
登
録
会
員
同
士

で
、
必
要
な
時
に
子
育
て
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

現
在
、
登
録
会
員
は
30
人
で
す
。
今
後
も
制
度
の

充
実
の
た
め
、
興
味
の
あ
る
人
、
登
録
を
希
望
さ

れ
る
人
と
現
在
登
録
中
の
会
員
の
交
流
会
を
開
き

ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
こ
の
機
会
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
12 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
人
形
劇
鑑
賞
・
交
流
会
な
ど
 

登
録
で
き
る
人
／
 

○
お
ね
が
い
会
員
 

　
　
満
3
か
月
〜
10 
歳
の
児
童
の
保
護
者
で
、
育

児
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
 

○
ま
か
せ
て
会
員
 

　
　
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人

（
特
別
な
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
講
習
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
「
遊
び
の
広
場
」

を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
19 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
40
分
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
の
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
 

内
容
／
折
り
紙
、
紙
ふ
う
せ
ん
、
お
手
玉
、
け
ん

玉
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
町
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の
満
70

歳
以
上
（
9
月
１
日
現
在
）
の
人
に
対
し
、
敬
老

金
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
お

ら
れ
な
い
人
は
、
支
給
決
定
通
知
書
（
対
象
者
に

送
付
し
て
い
ま
す
）
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

11 
月
30
日
d
ま
で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布
団
、

掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消
毒
の
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
ま
す
。
 

対
象
者
／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生
的
な

管
理
が
困
難
な
人
 

回
収
日
／
11 
月
21
日
b
（
業
者
が
直
接
回
収
）
 

納
品
日
／
11 
月
28
日
b
（
ご
自
宅
に
配
達
）
 

費
用
／
敷
布
団
１
9
0
円
、
掛
布
団
１
9
0
円
、

毛
布
7
0
円
 
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
11 
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  日
時
／
①
11 
月
18 
日
f
　
②
29
日
c
　
 

　
　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
い
ず
れ
も
府
宇
治
総
合
庁
舎
大
会
議
室
 
 

対
象
／
①
特
発
性
拡
張
型
（
う
っ
血
型
）
心
筋
症

の
患
者
お
よ
び
家
族
の
人
　
②
後
縦
靱
帯
骨

化
症
の
患
者
お
よ
び
家
族
の
人
 

定
員
／
い
ず
れ
も
40
人
（
先
着
順
）
 

内
容
／
①
講
演
「
特
発
性
拡
張
型
（
う
っ
血
型
）

心
筋
症
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
」（
講

師
府
山
城
北
保
健
所
　
和
田
行
雄
所
長
）
と

交
流
会
　
②
講
演
「
後
縦
靱
帯
骨
化
症
の
治

療
の
現
状
と
日
常
生
活
に
お
け
る
心
構
え
」

（
講
師
京
都
市
立
病
院
　
池
永
稔
医
師
）
と

交
流
会
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
保

健
室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
9
１
１
 

　
　
6
0
7
7
4
（
2
4
）
6
2
１
5
へ
。
　
 

  日
時
／
11 
月
21
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30

分
 

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
　
 

対
象
者
／
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
の
あ
る
人
や

そ
の
家
族
 

※
膠
原
病
と
は
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
筋
炎
、
慢

性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・
助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
　
宇

多
野
病
院
　
柳
田
英
寿
医
師
 

定
員
／
6
名
（
先
着
順
）
 
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
18 
日
f
ま
で
に

同
保
健
所
保
健
室
へ
。
電
話
可
 

   
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」

で
は
、
50
歳
か
ら
の
食
と
生
き
が
い
サ
ポ
ー
ト
教

室
を
開
き
ま
す
。
 

自
分
た
ち
で
自
分
の
食
べ
る
も
の
を
調
理
す
る

と
い
う
体
験
を
通
し
て
、
自
ら
の
健
康
を
振
り
返

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
12 
月
3
日
g
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2
時
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
町
内
在
住
の
50
〜
60
歳
代
の
男
性
 

内
容
／
調
理
実
習
、
簡
単
健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
 

費
用
／
食
材
料
費
3
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
18 
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

   
予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
麻

し
ん
と
風
し
ん
の
接
種
の
受
け
方
が
、
左
記
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。
１
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
た
お

子
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

          
   ※

平
成
18 
年
4
月
以
降
は
、
接
種
対
象
年
齢
に
該

当
す
る
人
で
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
両
方
と
も

接
種
を
し
て
い
な
い
人
が
、
麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
次
の
人
は
、
平
成
18 
年
4
月
以
降
は
、
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

・
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
だ
け
を

接
種
し
た
人
 

・
第
１
期
、
第
2
期
接
種
対
象
年
齢
外
な
ど
、

接
種
対
象
か
ら
は
ず
れ
る
人
 

麻
し
ん
は
１
〜
2
歳
、
風
し
ん
は
2
〜
3
歳
で

か
か
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
未
接
種
の
人
は
平

成
18 
年
3
月
ま
で
に
、
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん

の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
お
早
め
に
済
ま
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
 

敬
老
金
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に
 

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
 

難
病
講
演
会
 

難
病
（
膠
原
病
）
相
談
 

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
 

予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
 

50
歳
か
ら
の
食
と
生
き
が
い
 

サ
ポ
ー
ト
教
室
 

遊
び
の
広
場
 

第1期／1歳から 
　　　　2歳未満 
第2期／小学校入 
　学前1年間（平 
　成18年3月31日 
　までに麻しん、 
　風しんの予防接 
　種を両方または 
　いずれかを受け 
　た人を除く） 

平成18年3月31日まで 

●変更内容● 

対象ワクチン 

接種回数 

対 象 者 

平成18年4月1日から 

麻しん風しん混合 

各期1回 

麻しん 

1回 

風しん 

1回 

1歳から 
　　7歳6か月 

こ
う
じ
ゅ
う
じ
ん
た
い
こ
っ
 

か
し
ょ
う
 

こ
う
げ
ん
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宇
治
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
説
明
会
を
開
き

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
直
接
、
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
①
12 
月
１
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
・
午

後
2
時
〜
4
時
　
②
12 
月
2
日
f
　
午
後
2

時
〜
4
時
 

場
所
／
①
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
宇

治
市
折
居
台
１
の
１
）
　
②
京
田
辺
市
立
中

部
住
民
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
（
京
田
辺
市
草

内
美
泥
22
の
2
）
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4
（
4
4
）

4
１
4
１
 

   
消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
が
売
上
3
，
0
0
0

万
円
か
ら
１
，
0
0
0
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
該
当
す
る
事
業
者
の
人
は
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

★
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
る
人
 

・
速
や
か
に
「
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
日
々
の
記
帳
や
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

一
般
課
税
に
よ
り
申
告
さ
れ
る
人
は
、
帳
簿

と
請
求
書
等
の
保
存
が
な
い
と
、
仕
入
れ
や

経
費
の
支
払
の
際
の
消
費
税
分
を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

★
消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
人
 

・
「
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

平
成
17 
年
に
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
っ
た

人
や
平
成
18 
年
に
課
税
事
業
者
と
な
る
人
は
、

平
成
17 
年
12 
月
31
日
ま
で
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
 

  
平
成
17 
年
分
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
に
は
、
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込

み
を
含
む
）
し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
か
ら
1
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）
が
、
毎
年
11 
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
 

途
中
加
入
な
ど
で
、
10 
月
以
降
に
初
め
て
納
付

さ
れ
る
人
に
は
、
翌
年
2
月
初
旬
に
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
 

内
容
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

   
収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除

に
な
る
「
申
請
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
が
一
定
の
所
得
基
準

以
下
の
場
合
に
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

年
金
手
帳
と
印
鑑
（
自
筆
の
場
合
は
不
要
）
を

ご
持
参
の
う
え
、
住
民
課
で
免
除
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。（
17 
年
度
申
請
済
の
人
を
除
く
）
 

ま
た
、
30
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
猶
予
制
度
（
所

得
基
準
有
）
も
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
ま
た
は
京
都
南
社
会
保
険

事
務
所
1
0
7
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
へ
。
 

  
京
都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
家
庭
や

職
場
で
の
悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
専
用
の
電
話
相
談
窓
口
を
設
け
ま
す
。
 

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
秘
密
厳
守
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
安
心
し
て
お
話

し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
①
11 
月
20
日
a
　
②
21
日
b
　
③
22
日
c

い
ず
れ
も
午
前
10 
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
 

相
談
窓
口
／
①
・
②
・
③
京
都
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
1
0
7
5
（
2
3
１
）
2
0
１
4
・

2
１
8
１
・
2
１
8
5
　
②
・
③
同
宇
治
支

局
1
0
7
7
4
（
2
4
）
4
１
4
4
 

  
老
人
保
健
の
受
給
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
、
申
請
す
る
と
左
表
の
と
お
り
入
院
時
の

食
事
代
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

該
当
さ
れ
る
人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
」
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
低
所
得
Ⅱ
…
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
人
　
低
所
得
Ⅰ
…
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
か
つ
各
種
所
得
な
ど
か
ら
必
要
経
費
・

控
除
を
差
し
引
い
た
所
得
が
0
円
と
な
る
世

帯
の
人
 

申
請
／
老
人
保
健
受
給
者
証
・
健
康
保
険
証
・
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
国
保
医
療
課
へ
。
 

※
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
申
請
さ
れ
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
再
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

         問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

 

  
11 
月
は
犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
で
す
。
ペ
ッ

ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
犬
の
登
録
…
 

法
律
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

生
涯
１
回
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

・
放
し
飼
い
は
禁
止
…
 

犬
の
放
し
飼
い
は
迷
惑
で
す
。
事
故
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
、
必
ず
し
っ
か
り
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
散
歩
時
の
フ
ン
の
後
始
末
…
 

家
の
前
や
道
端
な
ど
の
フ
ン
は
気
分
の
悪
い

も
の
で
す
。
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
。
回
収
袋
や
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ

ず
に
持
っ
て
散
歩
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、
散
歩
時

に
は
フ
ン
を
し
な
い
で
済
む
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
 

・
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
…
 

捨
て
ら
れ
た
犬
は
、
飢
え
や
寒
さ
に
苦
し
む

だ
け
で
な
く
、
人
に
危
害
を
加
え
た
り
交
通

事
故
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も

飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
環
境
保
全
課
へ

連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
毎
週
火
曜
日
午
後

2
時
10 
分
〜
2
時
20
分
　
山
城
北
保
健
所
で

は
、
毎
週
月
曜
日
の
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分

ま
で
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

年
末
調
整
説
明
会
 

消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
 

の
引
き
下
げ
 

国
民
年
金
免
除
申
請
は
 

お
済
み
で
す
か
 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

入
院
時
の
食
事
代
軽
減
 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
 

犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
 

300円 

低所得Ⅱ 
の人 

区　　分 
自　己 
負担額 

90日までの 
入院 

650円 

90日を超え 
る入院 
（過去12か 
月の入院日 
数） 

500円 

低所得Ⅰの人 
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最
近
、
高
齢
者
の
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
 

自
転
車
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
手
軽
で
便
利

な
乗
り
物
と
し
て
幅
広
い
年
齢
層
に
利
用
さ
れ
て

い
る
反
面
、
信
号
無
視
や
無
灯
火
、
二
人
乗
り
、

傘
差
し
運
転
、
自
転
車
横
断
帯
以
外
の
横
断
な
ど

の
明
ら
か
な
違
反
行
為
が
目
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に

迷
惑
駐
輪
等
は
、
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
な
乗
車
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

年
末
を
迎
え
る
と
さ
ら
に
交
通
量
が
増
加
し
、

交
通
事
故
の
多
発
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
交
通
事
故

防
止
の
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
が
安
全
へ
の
自
覚

を
持
ち
、
交
通
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
監
理
課
 

  
平
成
18 
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
、
平

成
11 
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12 
年
4
月
１
日
ま
で

に
生
れ
た
幼
児
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断
を

お
こ
な
い
ま
す
。
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
健

康
診
断
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
佐
山
小
学
校
…
11 
月
18 
日
f
　
 

　
　
　
東
角
小
学
校
…
11 
月
24
日
e
　
 

　
　
　
御
牧
小
学
校
…
11 
月
29
日
c

　
　
各
校
と
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
10 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
戸
外
遊
び
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

　
　
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

　
　
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
水
道
の
検
針
は
2
か
月
に
一
度
で
す
。
奇
数
月

の
10 
日
か
ら
25
日
の
間
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
を
止
め
た
り
、
物

を
置
い
た
り
、
近
く
に
犬
を
つ
な
い
だ
り
し
な
い

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
検
針
時
に
漏
水
が
見
つ
か
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
漏
水
分
の
水
道
料
金
や
修
理
費
は

使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
余
計
な
経
費

負
担
や
資
源
の
ム
ダ
使
い
を
な
く
す
た
め
に
も
、

ご
家
庭
で
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
漏
水
の
早
期
発
見
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

  
11 
月
9
日
か
ら
15 
日
ま
で
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
火
災
が
多
く
発
生
す
る
季
節
を
迎
え

ま
す
。
火
の
用
心
に
心
掛
け
、
尊
い
生
命
や
大
切

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

○
3
つ
の
習
慣
 

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
 

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。
 

○
4
つ
の
対
策
 

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
。
 

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。
 

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
 

消
防
署
で
は
、
自
治
会
・
事
業
所
で
の
消
防
訓

練
・
救
急
法
等
の
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
署
 

     ▼
参
加
者
募
集
 

マ
ラ
ソ
ン
の
部
／
1.5 
㎞
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
3
・
5
･

10 
㎞
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
／
3
・
4
・
5
㎞
 

日
時
／
平
成
18 
年
１
月
29
日
a
　
午
前
9
時
30
分

〜
（
雨
天
決
行
）
 

場
所
／
木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
役
場
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）
 

申
し
込
み
／
11 
月
23
日
-
ま
で
に
、
く
み
や
ま
マ

ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館

内
）
ま
た
は
、
社
会
教
育
課
へ
。
 

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
 

大
会
運
営
の
「
カ
ナ
メ
」
と
し
て
、
走
路
監
察
・

給
水
・
会
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
選
手
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
同
実

施
委
員
会
事
務
局
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
実
施
委
員
会
事
務
局
 

 

  
校
区
体
育
振
興
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
13 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
で
中
学
生
以
上
の
人
　
１
チ
ー

ム
4
人
（
6
人
ま
で
登
録
可
）
 

申
し
込
み
／
11 
月
10 
日
e
ま
で
に
各
校
区
の
体
育

振
興
会
役
員
宅
ま
た
は
社
会
教
育
課
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
自
治
会
枠
を
越
え
て
チ
ー
ム
編
成
さ
れ
る
場
合

は
、
同
一
校
区
内
に
限
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

11 
月
15 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

11 
月
8
日
c
・
22
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

11 
月
17 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

11 
月
10 
日
e
・
24
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

交
通
安
全
啓
発
 

水
道
検
針
に
ご
協
力
を
 

第
16 
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

就
学
時
健
康
診
断
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
11 
月
10 
日
e
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  
▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
11 
月
15 
日
c
・
16 
日
d
・
22
日
c
・
23
日
 

　
　
-
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
11 
月
9
日
d
・
10 
日
e
・
16 
日
d
・
17 
日

e
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
11 
月
17 
日
e
・
18 
日
f
・
24
日
e
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
11 
月
5
日
g
・
8
日
c
　
午
後
１
時
〜
4

時
　
16 
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
25
日
f

午
後
5
時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
各
3
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
5
日
g
・
19 
日
g
・
26
日
g
　
午
後

8
時
30
分
〜
9
時
30
分
　
（
受
け
付
け
は
終

了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
火
星
と
秋
の
星
座
を
観
察

し
ま
す
。
 

  日
時
／
11 
月
9
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
11 
月
13 
日
a
　
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
U
j
i
の
先
生
と
木

工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

           日
時
／
11 
月
9
日
d
・
23
日
-
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
11 
月
4
日
f
・
11 
日
f
・
25
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
11 
月
5
日
g
・
19 
日
g
　
午
前
9
時
30
分

〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
11 
月
16 
日
d
・
17 
日
e
（
2
回
コ
ー
ス
）

①
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分
　
②
午

後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
で
、

必
ず
2
回
と
も
出
席
で
き
る
人
 

内
容
／
か
ま
ぼ
こ
板
を
使
っ
て
、
動
く
お
も
ち
ゃ

を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
27
日
a
　
午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
か
ま
ぼ
こ
板
で
、
ゴ
ム
動
力
の
お
も
ち
ゃ

を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
20
日
a
 
①
午
前
10 
時
〜
正
午
 

　
　
②
午
後
2
時
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
6
年
生
。
た
だ
し
、

１
〜
3
年
生
は
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
静
電
気
で
遊
び
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

低
学
年
工
作
教
室
 

高
学
年
工
作
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

申込は１１月1日C

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日）  

10774（45）0002
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　　　　　　　　　　　　 ゆうホールは、館内の機械整備・点検のため、 
１１月３０日Dは休館します。ご了承ください。 

広報くみやま 平成17年11月1日 



         日
時
／
①
11 
月
12 
日
g
・
②
26
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

             日
時
／
①
11 
月
13 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
 

　
　
　
②
11 
月
14 
日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
4
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
11 
月

17 
日
e
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

         日
時
／
11 
月
19 
日
g
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
石
清
水
八
幡
宮
の
自
然
を
訪
ね
て
、
樹
木

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

講
師
／
石
豊
造
園
土
木
㈱
　
桑
原
光
弘
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
無
料
 

  日
時
／
12 
月
6
日
c
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
米
粉
を
使
っ
た
お
や
つ
作
り
を
学
び
ま
す
。

（
く
る
み
も
ち
、
大
根
も
ち
、
そ
ば
茶
）
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

   日
時
／
11 
月
18 
日
f
・
25
日
f
・
12 
月
9
日
f
（
3

回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
１
日
目
…
身
近
な
色
使
い
か
ら
色
の
効
果

や
色
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
2
日
目
…
配
色
方
法
を
知
っ
て
、
い
つ
も
と

違
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
 

　
　
3
日
目
…
自
分
に
似
合
う
色
を
見
つ
け
て
、

自
分
ら
し
さ
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。
 

講
師
／
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト
　
泉
令
子
さ
ん
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

   日
時
／
11 
月
29
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
の
ド
ア
飾
り

を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
小
笠
原
薫
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
5
0
0
円
 

        

     【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

      
 【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
＆
 

ガ
ー
デ
ン
教
室
 

カ
ラ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
講
座
 

―
色
が
あ
る
か
ら
面
白
い
―
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

樹
木
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
教
室
 

季
節
の
お
菓
子
教
室
 

申込は１１月1日C

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は１１月1日C

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

〈10月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 2 0 2人　 
8 , 5 7 3人　 
8 , 6 2 9人　 
6 , 5 3 0世帯 

〈9月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 0人　 
8人　 
5 9人　 
5 4人　 

（
前
月
比
／
増
７
人
）
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総合体育館は１２月２８日Dから１月４日Dまでが、屋外施設は 
１２月２９日Eから１月４日Dまでが休館となります。ご了承ください。 

広報くみやま 平成17年11月1日 



保健予防のコーナー 

20

10か月児健診（10月19日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

10日E
※ 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

21日B成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 

会場は、すべて保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

～１時55分 
午後１時40分 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  15日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこなっ
　ていません。 

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 

沐浴実習等 

～11時 
午前9時30分 

15日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート ～2時 

午後１時20分 
個人通知が届いた人 

10 か 月 児 健 診  16日D ～１時50分 
午後１時20分 医師による健康診査 

離乳・保育・栄養などの指導 
平成17年1月生まれ 

母　子　保　健 

4日F

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 25日F3 歳 児 健 診  平成14年4月生まれ 

～2時 
午後１時20分 

21日B2歳6か月児歯科健診 
～１時40分 

午後１時20分 歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 

平成15年4月生まれ 

24日E ～１時15分 
午後１時 

～１時15分 
午後１時 

離 乳 食 教 室  

12日G

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 

満3か月～10か月児
の保護者 

11日F1 歳 8 か 月 児 健 診  
～2時 

午後１時20分 
平成16年2月生まれ 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

パ パ ＆ マ マ 教 室  妊 婦 と 夫  

広報くみやま 平成17年11月1日 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開地・

佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

15日 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

2日 
（第１水曜日） 
16日 

（第３水曜日） 

9日 
（第２水曜日） 
23日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

11月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、中身
　の見える袋に入れて出して
　ください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.6
 
 
　大型化・多機能化するほど消費電力はアップ！ 
　テレビは、番組を見る以外にも、ビデオ・ＤＶＤ再生、
ゲームのモニター、さらにブロードバンドにも対応す
るものなど、ますます多機能化しています。 
　また、最近は、迫力ある映像が楽しめる大画面のも
のも人気が高くなっています。しかし、大型・多機能
のものほど、消費電力はアップします。省エネのため
に必要のない機能のついた製品は選ばないなどの配慮
を忘れないようにしましょう。 
　選ぶときのポイント 
待機電力　リモコン待機時の消費電力を低減していたり、
　　無操作時に電源を自動的にオフにする機能がある
　　と省エネになります。 

明るさセーブ　部屋の明るさに応じて、画面の明るさ
　　をセーブすることで省エネになります。自動的に
　　セーブしてくれるものもあります。 
機能内容をチェック　ＢＳチューナー付き、ビデオ内
　　蔵など、多機能テレビほど消費電力がかかります。
　　必要とする機能だけがついたテレビを選ぶように
　　しましょう。 

テレビ 

21日 

16日 

テレビの消費電力 

住環境計画研究所調べ（平成16年10月現在） 

消費電力 

ブラウン管 
スタンダード 

ブラウン管ワイド 
BS内蔵 

プラズマ 
ディスプレイ 

液晶 
ディスプレイ 

液晶ワイド 
ディスプレイ 

平均 
600

（W） 
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第41回 高野山参詣の旅（4） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

一
の
橋
か
ら
奥
の
院
へ
 

   
壇
上
伽
藍
の
諸
堂
と
金
剛
峯
寺
の
参

詣
を
終
え
た
野
村
の
繁
栄
講
の
一
行
は
、

東
へ
約
八
丁
（
約
八
六
○
メ
ー
ト
ル
）
、

御
殿
川
に
架
か
る
一
の
橋
を
渡
っ
て
、

奥
の
院
へ
の
参
道
を
進
む
。
弘
法
大
師

御
廟
ま
で
の
約
一
八
丁
（
約
二
キ
ロ
）

の
付
近
一
帯
は
、
樹
齢
数
百
年
の
老
杉

が
林
立
し
て
昼
な
お
暗
く
、
石
畳
の
参

道
の
両
側
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
墓

石
が
並
び
、
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 

 

　
聖
地
を
埋
め
尽
く
す
墓
石
群
は
、
二

○
万
基
、
三
○
万
基
と
も
い
わ
れ
、
正

確
に
は
そ
の
数
は
分
か
ら
な
い
が
、
自

然
石
、
宝
篋
印
塔
、
五
輪
塔
な
ど
、
厚

い
苔
に
覆
わ
れ
た
墓
石
は
、
独
特
の
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
五
輪
塔
や

供
養
塔
の
半
数
近
く
は
、
戦
国
時
代
の

武
将
や
近
世
の
幕
藩
大
名
の
墓
石
で
あ

る
。
高
野
山
は
弘
法
大
師
入
定
の
霊
地

で
あ
り
、
弥
勒
菩
薩
の
下
生
の
地
で
あ

る
と
い
う
信
仰
か
ら
、
大
名
・
天
皇
・

皇
族
な
ど
権
門
勢
家
が
競
っ
て
、
こ
の

地
を
墓
所
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

 
少
し
余
談
に
な
る
が
、
私
は
四
度
高

野
山
を
訪
れ
、
奥
の
院
参
詣
の
途
次
、

こ
の
墓
石
群
を
拝
し
て
い
る
。
当
初
は

た
だ
驚
嘆
の
思
い
で
見
て
い
た
が
、
三

度
目
か
ら
は
、
幕
藩
大
名
の
系
譜
を
持
 

参
し
、
そ
の
記
述
を
参
考
に
、
知
行
地

を
支
配
し
た
大
名
の
墓
所
を
見
て
回
っ

た
。
栄
枯
盛
衰
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
栄
華
を
誇
っ
た
大
名
の
終
焉
の

地
と
い
え
る
墓
所
は
、
傾
く
墓
石
に
一

輪
の
供
花
も
な
く
殺
伐
と
し
て
い
た
。

今
更
な
が
ら
、
時
の
流
れ
を
痛
感
し
た

の
で
あ
る
。
 

 
こ
の
奥
の
院
の
聖
地
に
は
、
関
ヶ
原

の
戦
い
で
雌
雄
を
決
し
た
徳
川
家
と
豊

臣
方
の
石
田
三
成
、
本
能
寺
の
変
の
織

田
信
長
と
明
智
光
秀
な
ど
、
命
運
を
か

け
勝
敗
を
分
け
た
武
将
の
墓
が
あ
る
。
 

さ
し
ず
め
、
日
本
の
歴
史
の
縮
図
を
み

る
思
い
が
す
る
。
特
に
暗
澹
た
る
思
い

で
あ
っ
た
の
が
「
織
田
信
長
墓
所
」
と

墓
標
が
あ
る
五
輪
塔
で
あ
っ
た
。
信
長

は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
、
比
叡
山

延
暦
寺
を
焼
き
討
ち
し
、
天
正
九
年
（
一

五
八
一
）
に
は
高
野
聖
千
余
人
を
斬
り
、

越
前
（
現
福
井
県
）
や
伊
勢
（
現
三
重

県
）
で
は
本
願
寺
門
徒
数
万
人
を
虐
殺

し
て
い
る
。
 

 
戦
国
時
代
の
為
政
者
た
ち
は
仏
罰
を

恐
れ
、
僧
徒
に
は
温
厚
に
接
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
信
長
は
容
易
に
人
を

信
用
せ
ず
懐
疑
的
で
、
宗
教
思
想
を
受

け
入
れ
な
か
っ
た
人
物
と
評
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
信
長
は
、

高
野
山
の
聖
地
に
眠
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
高
野
山
の

も
つ
豊
か
な
包
容
力
と
い

う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と

も
あ
れ
、
ひ
と
た
び
高
野

山
に
参
詣
す
れ
ば
、
こ
の

世
の
罪
は
消
滅
す
る
と
さ

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

空
海
不
滅
の
信
仰
が
根
強

く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
 

　
供
養
塔
が
林
立
す
る
参

道
を
、
奥
へ
と
進
み
、
玉
川
に
架
か
る

御
廟
橋
を
渡
る
。
こ
の
橋
を
渡
る
と
き

は
合
掌
礼
拝
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
空
海
が
、
橋
の
所
ま
で
送
り
迎

え
し
て
く
れ
る
と
、
信
じ
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
橋
を
渡
る
と
、
杉
木
立

ち
の
間
か
ら
灯
籠
堂
の
灯
が
見
え
る
。

灯
籠
堂
は
、
そ
の
背
後
に
祀
ら
れ
て
い

る
空
海
の
御
廟
を
拝
む
所
で
、
堂
内
の

天
上
に
は
数
万
基
の
灯
籠
が
吊
る
さ
れ
、

そ
の
灯
や
香
華
は
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
 

 
こ
の
灯
籠
堂
の
内
陣
に
は
、
一
○
○

○
年
に
わ
た
っ
て
燃
え
続
け
て
い
る
二

灯
の
「
消
え
ず
の
灯
」
が
あ
る
。
一
灯

は
高
野
山
の
再
興
に
尽
力
し
た
祈
親
上

人
が
献
じ
た
「
祈
親
灯
」
、
「
貧
女
の

一
灯
」
の
別
名
が
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ

の
灯
は
、
寛
治
二
年
（
一
○
八
八
）
、

白
河
上
皇
が
寄
進
さ
れ
た
「
白
河
灯
」

で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
（
一

九
四
八
）
、
昭
和
天
皇
が
世
界
平
和
を

祈
願
さ
れ
て
献
じ
ら
れ
た
二
灯
が
あ
り
、

現
在
四
灯
の
不
滅
の
灯
が
内
陣
に
光
り

輝
い
て
い
る
。
 

 
灯
籠
堂
の
裏
へ
回
る
と
、
弘
法
大
師

御
廟
が
ひ
そ
や
か
に
建
っ
て
い
る
。
桧

皮
葺
・
宝
形
造
り
の
廟
所
は
、
高
野
山

の
中
で
最
も
幽
邃
清
浄
の
聖
域
で
あ
る
。

承
和
二
年
（
八
三
五
）
、
六
十
三
歳
で

入
定
し
た
空
海
は
、
数
十
年
後
の
延
喜

二
十
一
年
（
九
二
一
）
、
そ
の
偉
大
な

業
績
を
讃
え
ら
れ
て
、
醍
醐
天
皇
よ
り

「
弘
法
大
師
」
の
諡
号
を
賜
っ
て
い
る
。

御
廟
で
は
、
空
海
生
前
と
同
様
に
、
お

給
仕
が
行
わ
れ
て
い
る
の
も
、
入
定
し

た
空
海
が
、
人
々
の
心
の
中
に
「
生
き

て
ま
し
ま
す
」
の
、
証
な
の
で
あ
る
。
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弘法大師空海像 

　▲奥の院の苔むした墓石群 
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